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2023年

2023年 3月 14日

挺身臓問題
外務大臣 林 芳正 様

強 制 動 員 問題 の解 決 に 向 け て の要 請
強制動員問題解決と過去清算のための共同行動

日韓関係の改善に向けての大臣のご努力に敬意を表します。
3月 6日 、韓国政府・朴振外交部長官が、「徴用工」問題の「解決策」を発表しました。その内容

続措警」[1駿冒馨量誓唇言肇橿IF轟黙金専績
判決を受けた原告に賠償金相当額を支払う、②後
く`ための事業を推進する、③賠償金相当額の支払いの財源は民間の自発的寄与などで用意する、というものでした。

韓国政意秀年層貫藷」な臀ξ皐菖廓『ξrttt曇月ごぶ′ξオξ蘊      

「しみ讐鯨継塁
塁場]基傑[:そ謂曹履||]槙奮香i警庭∫]詈ナロラ冒ttiFヒ骨:馨馨援澪蔵轟曾袋癬票案めた「誠意ある呼応」に応答したと言えるでしょうか。

これでは強制動員問題が解決したとは言えません。第1に、被告企業 (三菱重工、日本製鉄)は
謝罪もしていなければ、賠償支払いの表明もしていません。大法院判決で賠償命令を受けた加害当

覇喜着薫‡手、T辱肝島ξ認蔦窯見
しません。韓国の世編査でま

"%が
賄本の謝

強濡』暫候警讐握各毘⑮♂亀奥最分守∬
=球
鶉 1ヽ馳誂遁lご讐警β勇層どとョンヤン宣言、2010年菅総理談話では、いずれも日本の朝鮮植民地支配が「韓国国民 (朝鮮の人 )々

に多大の損害と苦痛を与えた」事実を認め、「痛切な反省と心からのお詫び」を表明しています。今
IPIl、 韓国政府が「徴用工」問題の「解決策」を表明したことに対し応答するのであれば、「多大の損
害と苦痛Jを受けた当の被害者に宛てて謝罪するのが筋です。同世論調査で、日本政府の歴史認識

彗課1,昇
聞こ喫 し3詢 略 ぇ躙 ま翻 こ8%Qけ αまな噛 潮 ‰ こ上ったのも

政属禽24『進【ytfttfポ「現y藝馨留雰奮勿を犠諷写を
｀
もち惚雅視す:忌λ『[峯濫:[|、

ます。解決に至るか否かは、今後の日本政府、被告企業の対応にかかってぃるのです。
16日 からヂ錫悦大統領が来日し、12年ぶりに日本で日韓首脳会談が開催されます。この期に当た

つて、私たちは強制動員問題の解決に向けて、日本政府に下記のことを要請します。
記

1 強制動員被害者に対し、岸田首相が直接に謝罪を表明する
2 被告企業の三菱重工、日本製鉄に対し自主的に被害者に謝罪、賠償 (相 当額の「財団」

への拠出など)を行うよう促す
上記の 2点を、日韓首脳会議の際に岸田首相が,大統領に伝えるよう要請 します。

〔この件の連絡先〕【略】
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愛
知

・県
に
は
朝
鮮
で
生
ま
れ

た
在
日

一
世
の
教
育
者
、
朴
天

守
さ
ん

（
写
真
）
が
ご
健
在
で

あ
る
。
解
放
後
の
歴
史
を
語
れ

る
数
少
な
い
最
後
の
生
き
証
人

の

一
人
で
あ
る
。
朴
さ
ん
は

一

九
三
二
年

一
二
月
二
五
日

（蛇

年
だ
と
三
〇
年
）
済
州
道
安
徳

面
西
広
里
で
父
朴
時
松
氏
と
母

チ
斗
三
氏
の
六
人
兄
弟
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

解
放
前
、
苦
し
い
中
で
も
両

親
は
安
徳
区
国
民
学
校

へ
通
わ

せ
て
く
れ
た
。
卒
業
し
て
生
活

苦
の
た
め
、
家
業
で
あ
る
牛
の

世
話
を
し
て
い
る
と
き
、
結
核

に
か
か
り
死
に
か
け
た
こ
と
が

ぁ

っ
た
。
オ
モ
ニ

（
母
親
）
が

全
羅
南
道
新
泰
院
に
あ
る
金
山

寺
に
行
き
、
山
羊
の
肉
な
ど
漢

方
薬
で
病
気
を
治
し
て
く
れ
た

こ
と
が
今
も
記
憶
に
新
し
い
と

「済
州
道
四

・
三
事
件
」

文光喜
愛知朝鮮学園理事長

今
も
消
え
な
い
傷
痕

朴
天
守
さ
ん
の
実
体
験
を
中
心
に

い

う

。
解
放
後
の
朴
さ
ん

一
九
四
五
年
、
祖
国
の
解
放

を

一
三
歳
で
迎
え
、
大
き
な
希

望
を
抱
き
、
ソ
ウ
ル

ヘ
行

っ
た

朴
さ
ん
。
ソ
ウ
ル
の
街
は
、
『
中

央
日
報
』
社
長
で
あ

つ
た
呂
運

亨
氏

（
四
七
年
七
月
テ
ロ
に
よ

り
犠
牲
）
を
中
心
に
朝
鮮
建
国

準
備
員
会
が
組
織
さ
れ
、
全
国

に
広
が
り
各
道
の
人
民
委
員
会

が
地
方
自
治
機
関
の
役
割
を
果

た
そ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し

九
月
、
南
朝
鮮
に
進
駐
し
て
き

た
米
軍
は
李
承
晩
を
始
め
親
日

派
勢
力
と
結
び

つ
き
、
人
民
委

員
会
を
弾
圧
し
統
治
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
強
硬
な
反
共
主
義

者
ホ

ツ
ジ
中
将
は

「
三
八
度
線

以
南
に
お
け
る
朝
鮮
の
唯

一
の

政
府
は
ア
メ
リ
カ
軍
政
庁
」
と

し
て
、
親
日
派
を
中
枢
に
入
れ

込
み
、
旧
警
察
を
復
活
さ
せ
た
。

当
時
、
朴
さ
ん
は
仁
川
市
富
平

洞
の
親
戚
の
家
で

『
東
亜
日
報
』

支
局
の
新
聞
配
達
を
し
な
が
ら

細
々
と
勉
強
し
て
い
た
。

一
九
四
七
年
徴
兵
の
呼
び
出

し
で
済
州
島
に
強
制
送
還
さ

れ
、
永
登
浦

へ
帰

つ
て
き
た
。

島
は
米
軍
政
の
下
、
単
独
選
挙

を
行
う
た
め
人
民
委
員
会
が
解

散
さ
れ
、
パ
ル
チ
ザ
ン
狩
り
が

行
わ
れ
て
い
た
。
故
郷
の
暮
実

浦
の
家
屋
は
燃
や
さ
れ
て
、
辺

益
鐘
義
兄
が
パ
ル
チ
ザ
ン
だ
と

い
う
理
由
で
明
生
姉
が

「
西
北

青
年
団
」
に
よ
り
、
銃
殺
さ
れ

た
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
の
も
そ

の
時
だ
と
い
う
。
そ
の
現
場
は

火
薬
の
匂
い
が
今
も
残

っ
て
い

る
よ
う
で
あ

つ
た
と
記
憶
し
て

い

る
。

「．　̈
Ｗ目　　・

の
発
端

三
事

件

」

済
州
島
で
は
、　
一
九
四
七
年

三
月

一
日
、
独
立
運
動
の
二
八

周
年
記
念
日
を
祝
い
、
自
主
独

立
国
家
の
樹
立
を
訴
え
る
民
衆

が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
対
し
、

警
察
は
発
砲
し
て
六
名
が
死
亡

す
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事

件
を
機
に
島
民
は
警
察
と
右
翼

青
年
団
と
の
対
立
が
激
化
し
、

五
月

一
〇
日
の
単
独
選
挙
に
反

対
し
て
、
警
察
や
右
翼
青
年
団

の
宿
舎
を
襲
撃
す
る

一
斉
蜂
起

が
起
き
た
。

米
軍
は
そ
れ
を
理
由
に
警
察

・
右
翼
青
年
団
を
動
員
し
て
過

酷
な

「焦
土
化
作
戦
」
を
展
開

し
、
集
中
的
な
殺
数
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

「済
州

四

・
三
事
件
」
の
発
端
で
あ
る
。

当
時
三
十
万
人
い
た
済
州
島
民

の
八
万
人
が
銃
殺
さ
れ
た
と
い

う
。一

九
四
九
年
に
、
武
装
遊
撃

隊
は
壊
滅
状
態
に
な

っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
五
三
年
に
特
殊
部

隊
が
投
入
さ
れ
残
余
勢
力
を
根
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こ
そ
ぎ
に
し
て
，
五
四
年
に
幕

を
下
ろ
し
た
と
い
う
。

反
共
主
義
が
長
く
続
い
た
韓

国
で
は
、
「
四

。
三
事
件
」
は

タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
そ
の
関
連
性

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
就
職
や

結
婚
に
も
響
き
、
日
本
で
は
入

管
法
に
も
引

っ
か
か
る
恐
れ
が

在
る
の
で
島
民
は

一
切
口
を
閉

ざ
し
た
。

独
裁
政
権
が
終
わ

っ
た
韓
国

で
、　
一
九
八
七
年
民
主
化
が
実

現
し
て
か
ら
、
徐
々
に
解
明
さ

れ
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
人
々
の
重

い
国
が
開
き
始
め
た
の
で
あ

る
。
済
州
道
議
会
の
調
査
で
は

一
万
五
千
名

の
犠
牲
者
の
実
名

が
示
さ
れ
、
犠
牲
者
は
三
万
人

～
八
万
人
い
る
が
ま
だ
全
容
が

解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

渡
日
し
た
朴
さ
ん

朴
さ
ん
は
身
の
危
険
を
感
じ

釜
山
か
ら
漁
船
で
十
数
名
の
人

と

一
緒
に
日
本
の
博
多
に
渡

っ

た
。
日
本
に
着
き
案
内
人
と
日

本
語
も
知
ら
な
い
の
に
新
聞
紙

を
広
げ
て
二
四
時
間
程
か
け

て
、
夜
行
列
車
で
東
京

へ
行

っ

た
。
三
河
島
に
い
た
お
兄
さ
ん

を
頼

っ
て
単
身
日
本
に
来
た
の

で
あ
る
。
昼
間
は
兄
が
工
場
長

を
し
て
い
た
三
笠
ゴ
ム
エ
場
で

働
い
た
が
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発

し
て
か
ら
倒
産
し
た
。
そ
の
後

は
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
や

兄
の
養
豚
業
を
手
伝
い
な
が

ら
、
駿
台
高
等
学
校
を
終
え
、

早
稲
田
大
学
の
文
学
部
教
育
学

科
に
入
学
し
て

一
生
懸
命
、
勉

強
に
励
ん
だ
。
当
時
、
日
本
で

は
平
壌
に
在
住
し
て
い
る
在
朝

日
本
人
の
帰
国
運
動
が
起
り
、

日
本
か
ら
も
東
京
朝
鮮
中
高
級

学
校
の
学
生
十
余
名
と
同
胞
二

十
余
名
が
帰
国
し
て
い
た
。

朴
さ
ん
も
生
活
苦
や
進
学
路

の
不
安
か
ら
、
平
壌
師
範
大
学

か
ら
転
学
証
明
書
を
取
り
寄
せ

て
も
ら
っ
た
が
、
帰
国
の
夢
は

実
現
し
な
か
っ
た
。
在
学
中
の

一
九
五
七
年
、
信
濃
町
に
あ

っ

た
朝
鮮
総
聯
中
央
本
部
の
李
珍

圭
教
育
部
長

（
の
ち
副
議
長
）

に
呼
び
出
さ
れ
、　
一
緒
に
勉
強

し
て
い
た
友
人
た
ち
と
共
に
四

日
市
の
朝
鮮
学
校

へ
の
英
語
教

員
の
赴
任
指
令
が
下

っ
た
。
早

稲
田
大
学
の
卒
業
証
書
は
も
ら

い
た
か
っ
た
が
、
学
費
も
延
滞

し
て
い
た
の
で
、
指
示
に
従
い

教
壇
に
立

つ
こ
と
に
決
め
た
と

い
う
。

そ
れ
か
ら
約
四
〇
年
間
、
朴

さ
ん
は
二
重
県
、
愛
知
県
を
主

に
朝
鮮
学
校
の
教
師
や
教
育
分

野
で
活
動
し
た
。
四
日
市
朝
鮮

初
中
級
学
校
に
通
う
頃
、
同
僚

の
曹
淳
子
氏

（後
に
南
淑
）
と

結
婚
し
、
二
女
を
授
か
っ
た
。

曹
さ
ん
は
四
〇
年
間
朴
さ
ん
を

支
え
な
が
ら
、
民
族
教
育
の
現

場
で
生
涯
を
捧
げ
三
年
前
、
他

界
さ
れ
た
。
朴
さ
ん
は
愛
知
朝

鮮
第
五
初
級
学
校
と
第
六
初
級

学
校
が
統
合
し
、
東
春
初
中
級

学
校
に
な
る
在
任
中
、
急
邊
、

職
責
を
解
か
れ
奨
学
部
長
に
な

っ
た
と
き
は
悔
し
い
思
い
を
し

た
と
い
う
。

、
日
本
の
文
部
科
学
省
は
、

朝
鮮
学
校
の
教
員
に
対
し
出
身

と
か
過
去
の
経
歴
ま
で
干
渉
し

て
、
強
制
的
に
学
校
か
ら
降
ろ

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は

教
育
の
現
場
か
ら
離
れ
、
中
村

支
部
や
名
東
支
部
の
宣
伝
部
長

や
委
員
長
を
歴
任
し
、
本
部
の

教
育
部
長
や
人
権
協
会
等
の
権

利
擁
護
分
野
で
活
動
し
て
、
民

族
教
育
発
展
の
た
め
に
努
力
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
活

動
六
〇
年
の
歴
史
は
何
の
後
悔

も
な
く
全
身
全
霊
、
祖
国
と
民

族
教
育
の
た
め
に
尽
く
す
充
実

し
た
人
生
で
あ

っ
た
と
す
る
朴

さ
ん
で
あ
る
。

「
四

・
三
事

件

」

の
解
明
ヘ

朴
さ
ん
が
、
引
退
し
悠

々
自
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適
な
隠
居
生
活
を
送

っ
て
い
る

と
き
、
突
然
二
〇
二
〇
年
春
、

韓
国
か
ら

『
済
州
四

。
三
事
件

真
相
究
明
及
び
犠
牲
者
名
誉
回

復
実
務
委
員
会
委
員
長
』
の
名

義
で
、
「済
州
四

。
三
事
件
犠

牲
者
お
よ
び
遺
族
追
加
申
告
の

受
付
案
内
」
（
写
真
）
を
届
け

る
二
名
の
方
が
家

へ
訪
ね
て
来

た
の
で
あ
る
。

韓
国
政
府
の
補
償
金
を
支
給

し
た
い
が
た
め
に
、
虐
殺
さ
れ

た
朴
明
生
姉
の
実
情
を
知
り
た

く
て
証
言
を
集
め
て
い
る
と
い

う
。
韓
国
で
は
、
二
〇
〇
四
年

に
真
相
究
明
特
別
法
が
制
定
さ

れ
、
「済
州
四

。
三
事
件
」
の

歴
史
見
直
し
が
続
き
、
そ
の
事

実
を
知

っ
て
い
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
、
生
き
証
人
で
あ

る
朴
さ
ん
の
証
言
集
め
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

朴
さ
ん
は
親
が
残
し
た
六
〇

〇
坪
の
畑
で
は
チ
ェ
ス

（弟
嫁
）

が
ミ
カ
ン
や
豆
、
麦
を
耕
し
生

活
の
糧
に
し
て
い
る
。
朴
さ
ん

は
朝
鮮
籍
な
の
で
、
国
民
登
録

戸
籍
か
ら
除
籍
さ
れ
、
相
続
権

も
す
べ
て
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
の

で
、
困
窮
の
ま
ま
何
も
残

っ
て

い
な
い
と
い
う
。
ま
さ
し
く
、

「
四

。
三
事
件
」
は
朴
さ
ん
だ

け
で
は
な
く
、
分
断
国
家
樹
立

の
危
機
迫
る
済
州
道
で
、
東
ア

ジ
ア
現
代
史
最
大
の
悲
劇
の

一

つ
で
あ
る
。
実
に
日
本
だ
け
で

は
な
く
、
韓
国
で
も

「
四

。
三
」

で
受
け
た
ト
ラ
ウ
マ

（
心
的
外

傷
）
に
よ

っ
て
、
日
を
開
ざ
し

た
人
が
多
か

っ
た
。
八
七
年
以

降
、
金
石
範
の

「火
山
島
」
文

芸
作
品

（第

一
回
済
州
四

・
三

平
和
賞
受
賞
）
や
梁
石
日
の

「大

い
な
る
道
を
求
め
て
」
だ
け
で

は
な
く
、
研
究
論
文
な
ど
に
よ

る
真
相
究
明
が
進
み
、
八
九
年

に
は
最
初
の
慰
霊
祭
が
開
催
さ

れ
、
九
二
年
に
は
済
州
道
議
会

が
四

・
三
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
犠
牲
者
の
調
査
を
開
始
さ

せ
た
。「

四

・
三
事
件
」
は
、
単
に

同
族
の
争
い
で
は
な
く
、
米
国

の
軍
政
の
下
で
植
民
地
統
治
に

協
力
し
た
親
日
派
を
南
北
分
断

の
単
独
選
挙
に
加
勢
さ
せ
た
と

こ
ろ
か
ら
深
刻
さ
が
出
た
の
で

あ
る
。
事
件
は
、
八
万
名
の
犠

牲
者
を
出
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
冷
戦
の
影
響
で
被
害
者
に

沈
黙
を
強
い
孤
立
化
さ
せ
る
こ

と
で
、
隣
人
の
悲
痛
な
体
験
を

知
る
機
会
を
韓
国
だ
け
で
は
な

く
日
本
で
も
奪

っ
て
い
た
。
そ

れ
は
、
日
本
政
府
が
韓
国
の
独

裁
政
権
を
終
始

一
貫
支
え
る
こ

と
で

一
九
六
五
年
の
日
韓
条
約

に
繋
が
り
、
そ
の
真
実
を
塞
い

で
き
た
の
に
表
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
今
日
ま
で
、
日
本
社
会
が

「従
軍
慰
安
婦
問
題
」
や

「徴

用
工
」
な
ど
の
戦
後
補
償
問
題

へ
の
態
度
を
曖
昧
に
し
て
、
ア

ジ
ア
民
衆
の
受
難
に
対
す
る
歴

史
的
想
像
力
を
欠
如
さ
せ
て
い

る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
在
日

の
済
州
島
出
身
者
の
中
に
は

「
四

。
三
」
前
後
の
白
色
テ
ロ

を
避
け
て
日
本
に
渡
航
し
て
き

た
人
々
が
七
〇
余
年
間
も
沈
黙

を
守
り
、
傷
痕
が
根
深
く
残

っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

そ
の
悲
劇
は
植
民
地
支
配
の

残
滓
が
加
担
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
四

。
二
四

阪
神
教
育
闘
争
に
と
も
連
綿
と

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の

事
件
が
場
所
は
違

っ
て
も
、
米

軍
の
軍
政
の
下
で
同
じ
時
期
に

起
き
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る

こ
と
か
ら
、
在
日
社
会
全
体
に

深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い
た
と

い
え
る
。

日
本
に
お
い
て
は
マ
ジ

ョ
リ

テ
イ
が
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
を
抑
圧

し
、
高
校
無
償
化
差
別
や
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
な
ど
在
日
コ
リ
ア

ン
の
子
弟
た
ち
の
学
び
の
機
会

を
奪
う
機
会
が
い
ま
だ
に
残

っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
が

整
然
と
行
わ
れ
る
日
本
社
会
に

対
し
て
警
笛
を
鳴
ら
し
続
け
て

い
る
カ
ナ
リ
ヤ
は
在
日
コ
リ
ア

ン
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
〇
二
三
年
二
月
八
日
）

【
参
考
資
料
】

金
石
範

『
火
山
農
』
文
藝
春

秋

一
九
八
三
～
九
七
年

梁
石
日

『
大
い
な
る
時
を
求

め
て
』
幻
冬
舎

二
〇

一
二
年

中
塚
明

『
日
本
と
韓
国

・
朝

鮮

の
歴
史
』
高
文
研
二
〇
三
二

年
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「合
法
的
な
犯
罪
者
」
を
描
く

破
壊
さ
れ
る
中
小
零
細

企
業
も
リ
ア
ル
に

【その 33】

韓国映画

『国家が破産する日』

(2019生事)

監督 :チ エ ログクヒ

僣 藤 一 郎

(koreamOvieCulture()ah00 00jp)

颯鮮文化を知る会

映
画

『
国
家
が
破
産
す
る
日
』

は
二
〇

一
九
年
に
韓
国
で
公
開
さ

れ
た
。
映
画
は
約
二
〇
年
前
に
韓

国
で
起
こ
っ
た
通
貨
危
機
（注
１
）

を
題
材
と
し
て
い
る
。
主
人
公
の

ハ
ン

・
シ
ヒ
ョ
ン
を
、
キ
ム

・
ヘ

ス
が
熱
演
し
て
い
る
。
映
画
の
あ

ら
す
じ
は
以
下
の
と
お
り
。

映
画
の
舞
台
は

一
九
九
七
年
の

韓
国
。
韓
国
は
前
年
に
、
悲
願
の

「先
進
国
ク
ラ
ブ
」
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（注

２
）

へ
の
加
盟
を
は
た
し
、
経
済

成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
そ
し
て
国

民
の
大
部
分
が
自
ら
を
中
間
層
と

捉
え
て
い
た
。
だ
れ
も
が
こ
れ
か

ら
も
好
景
気
が
続
く
と
信
じ
、
悲

劇
的
な
将
来
を
予
想
も
し
て
い
な

か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
国
家
破
産

の
危
機
は
確
実
に
、
静
か
に
迫
っ

て
い
た
。
韓
国
銀
行
の
通
貨
政
策

チ
ー
ム
長
の
ハ
ン

・
シ
ヒ
ョ
ン
は

以
前
よ
り
、
将
来
を
楽
観
視
す
る

時
代
に
も
危
機
の
前
兆
を
察
知
し

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。
し
か
し

彼
女
の
言
葉
を
真
に
受
け
る
も
の

は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
国
家

破
産
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
七
日

間
と
い
う
現
実
に
、
突
然
韓
国
銀

行
、
政
府
の
職
員
は
直
面
す
る
こ

と
に
な
る
。

政
府
の
対
応
は
遅
れ
、
迫
り
来

る
危
機
を

一
向
に
公
表
し
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、　
ハ
ン

・
シ
ヒ
ョ

ン
の
意
見
は
無
視
さ
れ
る
。
同
じ

頃
、
大
手
金
融
会
社
の
幹
部
の
ユ

ン

・
ジ

ョ
ン
ハ
ク
も
、
国
家
の
危

機
の
前
兆
を
つ
か
ん
で
い
た
。

そ
し
て
ユ
ン

・
ジ

ョ
ン
ハ
ク
は

逆
に
、
こ
の
危
機
を
ま
た
と
な
い

金
儲
け
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い

た
。
早
々
に
金
融
会
社
を
辞
職
し

た
ユ
ン

・
ジ

ョ
ン
ハ
ク
は
、
こ
れ

ま
で
の
顧
客
を
集
め
て
投
資
を
呼

び
か
け
る
。
そ
ん
な
混
乱
し
た
状

況
の
な
か
、
町
工
場
を
経
営
す
る

ガ
プ
ス
は
大
手
百
貨
店
か
ら
の
大

量
の
受
注
を
約
束
手
形
で
引
き
受

け
て
し
ま
う
。
国
家
破
産
の
危
機

が
迫

っ
て
い
る
こ
と
は
知
る
由
も

な
い
。
結
局
大
手
百
貨
店
か
ら
受

け
取

っ
た
手
形
は
不
渡
と
な
り
、

ガ
プ
ス
は
自
ら
が
支
払
う
べ
き
業

者

へ
の
代
金
支
払
い
の
あ
て
が
な

く
な
る
。
そ
れ
は
地
獄

へ
の
始
ま

り
で
あ

っ
た
。

危
機
が
さ
ら
に
進
展
し
て
韓
国

社
会
が
混
乱
す
る
中
、
政
府
は
国

際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
頼
ろ

う
と
す
る
。
支
援
交
渉
と
は
名
ば

か
り
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
韓
国
に
突
き



つ
け
た
条
件
は
、
到
底
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
過
酷
な
も
の

で
あ

っ
た
。

交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
た
ホ
テ
ル

に
は
、
な
ぜ
か
米
国
の
財
務
省

の

幹
部
が
極
秘
で
宿
泊
ｔ
、
交
渉
の

黒
幕
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
れ
は
新
た
な
韓
国
の
苦
難
の
は

じ
ま
り
で
あ

っ
た
。

本
作
品
を
み
て
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
が
交
差
し
た
。
筆
者
は

Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
の
前
後
に
韓
国
を
訪

問
し
、
当
時
大
き
な
衝
撃
を
受
け

た
。
高
校
時
代
の
韓
国
の
受
験
戦

争
を
勝
ち
抜
い
て
名
門
の
大
学
を

卒
業
し
、
誰
も
が
知
る
有
名
企
業

の
幹
部
を
し
て
順
風
満
帆
だ

っ
た

あ
る
韓
国
人
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
の

後
に
再
び
ソ
ウ
ル
で
会

っ
た
際
に

企
業
を
事
実
上
解
雇
さ
れ
て
い

た
。そ

し
て
し
か
た
な
く
零
細
企
業

を
立
ち
上
げ

る
準
備
を
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
彼
か
ら
の
連
絡
は

長
く
途
絶
え
て
い
る
“
当
時
の
ソ

ウ
ル
の
各
所
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
時
代
の

克
服
を
呼
び
か
け
る
横
断
幕
が
貼

ら
れ
て
お
り
、
悲
壮
な
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
て
い
た
。　
一
九
九
七
年
の

冬
、
ソ
ウ
ル
の
街
中
で
は
大
統
領

選
挙
に
あ
た
り
、
多
く
の
市
民
が

「
２
番
」

へ
の
投
票
を
呼
び
か
け

た
。
そ
の
後
、
元
民
主
化
運
動
家

を
自
称
し
た
大
統
領
が
当
選
し

た
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
の
ど

さ
く
さ
の
中
で
、
新
し
く
就
任
し

た
大
統
領
は
非
正
規
雇
用
を
増
や

す
雇
用
破
壊
政
策
を
推
進
し
た
。

民
主
化
運
動
を
率
い
た
と
さ
れ

る
大
統
領
は
、
自
ら
の
出
身
地
域

の
閣
僚
や
優
遇
す
る
と
と
も
に
、

労
働
者
、
民
衆
の
生
活
を
破
壊
し
、

命
を
奪
う
新
自
由
主
義
政
策
を
そ

の
後
も
積
極
的
に
導
入
し
続
け

た
。
そ
れ
ま
で
の
自
身
の

「イ
メ

ー
ジ
」
と
は
裏
腹
に
、
親
族
た
ち

の
不
正
資
金
容
疑
も
相
次
い
だ
。

ソ
ウ
ル
駅
な
ど
主
要
駅
に
は
、

外
資
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
盗
れ
、
韓
国
の

大
手
の
銀
行
の
多
く
に
外
資
が
投

入
さ
れ
た
。

映
画
に
補
か
れ
る
政
府
の
職
員

と
財
閥
の
経
営
者
ら
の
醜
態
は
日

を
背
け
る
ば
か
り
で
ぁ
る
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
の
危
機
を
知

っ
て
い
た
政
府
の

役
人
と
友
達
関
係
の
財
閥
関
係
者

の
み
が
危
機
を
逃
れ
、
多
く
の
中

小
零
細
企
業
の
経
営
者
ら
は
切
り

捨
て
ら
れ
て
い
く
。
映
画
は
政
府

に
よ
っ
て
生
活
を
破
壊
さ
れ
た
中

小
零
細
企
業
の
生
活
を
リ
ア
ル
に

描
き
出
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が

か
け
が
え

の
な

い
家
族
、
家
庭
を

持

つ
存
在

で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

人

々
を

モ
ノ
の
よ
う

に
捨

て

去

る
者
ら
。

い
う
ま

で
も
な
く
、

こ
れ
ら

「合
法
的
な
犯
罪
者
ら
」

に
対
し
て
相
応
な
罪

の
償

い
を
さ

せ
な

い
限
り
、
今
後

の
韓
国

の
人

々
の
人
間
ら
し

い
生
活
は
あ
り
得

な

い
で
あ
ろ
う
。

（注
１
）

一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
。

当
時
韓
国
政
府
は
、
外
貨
の
急
速
な
流

出
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
し
て

一
九
九

七
年
十

一
月
二

一
日
、
韓
国
政
府
は
国

際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
緊
急
融
資

を
申
請
し
た
。
そ
の
直
後
、
総
合
金
融

会
社
が
す
べ
て
営
業
停
止
と
な
り
、
金

融
シ
ス
テ
ム
は
麻
痺
し
た
。
中
小
零
細

企
業
、
そ
し
て
大
企
業
で
す
ら
倒
産
が

相
次
い
だ
。

（
注
２
）
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
は
、
米
国
の
マ
ー
シ
ャ
ル

・
プ

ラ
ン
の
受
容
機
関
と
し
て

一
九
四
八
年

に
設
立
さ
れ
た
欧
州
経
済
協
力
機
構

（∩
イ
”
”
Ｄ
お
”
Ｌ
Ｏ
わ
一〇
「
田
Ｃ
『０
０
①
“
⊃

疇
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
「
〓
０
（０
０
０
０
①
「”
Ｌ
Ｏ
Ｄ
一
（〕
ｍ

ｍ
Ｏ
）
を
前
身
と
す
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
設

立
条
約
に
は
、
「
経
済
成
長
」
、
「
途
上

国
援
助
」
、
「
多
角
的
な
自
由
貿
易
の
拡

大
」
が
主
要
目
的
と
し
て
明
記
さ
れ
て

い
る
。
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歴 史■の1心

第2講 隋鶉2
―
銀部

●
Ж
減東協

▲
正
縦

申
采
浩

（
一
人
人
○
～

一
九
二

六
）
の

『
朝
鮮
上
古
史
』
に
白
村

江
の
戦
い
の
記
述
が
あ
る
。

「蘇
定
方
が
自
江
に
至
る
と
風

雨
が
乱
れ
、
行
軍
が
か
な
わ
ず
、

巫
者
に
問
う
と
、
『
江
龍
が
百
済

を
守
護
し
て
い
る
』
と
告
げ
た
の

で
、
定
方
が
自
馬
を
献
じ
る
。
白

江
は
す
な
わ
ち
白
馬
江
の
別
名
が

あ
る
。
日
本
史
に
自
村
江
と
称
す

る
が
、
村
の
意
が
馬
な
れ
ば
、
白

村
江
は
す
な
わ
ち
白
馬
江
の
別
訳

な
り
」
。
　

申
采
浩
は
李
氏
朝
鮮

末
の
民
族
主
義
者
、
朝
鮮
史
研
究

者
で
あ
る
。

さ
て
、
自
村
江
の
戦
い
と
は
、

一
言
で
言
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
大

戦
争
の
結
果
、
朝
鮮
史
が
大
陸
国

家
か
ら
半
島
国
家
に
転
落
す
る
、

哀
れ

「朝
鮮
史
」
の
悲
し
き
歴
史

の
プ

ロ
ロ
ー
グ
で
あ

つ
た
ｏ

そ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
、

唐
中
心
の
朝
貢
秩
序
の
再
編
を
促

し
た
戦
争
で
あ

つ
た
。

で
は
、
自
村
江
の
戦
前
と
戦
後

を
概
観
す
る
。

朝
鮮
は
高
句
一麗

・
百
済

・
新
羅

の
三
国
時
代
で
あ

つ
た
。

高
句
一麗
と
百
済
は
盟
友
と
な

り
、
倭
国
と
は
良
好
な
関
係
を
持

っ
た
。
高
句
麗
は
唐
の
侵
攻
を
三

度
退
け
、
百
済
と
共
に
新
羅
を
圧

迫
し
て
い
た
。
高
句
麗
は
実
に
、

隋
と
唐
と
の
六
十
年
の
長
い
戦
争

に
勝
ち
抜
い
て
い
た
。

新
羅
は
、
存
亡
の
危
機
に
あ

つ

て
、　
一
つ
の
選
択
を
し
た
。
唐
と

組
み
、
同
族
国
家
を
攻
め
る
民
族

史
的
誤
り
を
犯
し
た
。
六
六
〇
年
、

唐
と
連
合
し
て
百
済
を
陸
と
海
か

ら
攻
め
、
こ
れ
を
亡
ぼ
す
。
百
済

の
滅
亡
を
受
け
て
、
百
済
復
興
の

戦
い
に
ゝ
倭
国
が
援
兵
を
出
す
。

こ
れ
が
自
村
江
の
戦
い
で
あ
る
。

倭
国
は
、
百
済
の
求
め
に
呼
応

し
、
国
家
存
亡
の
命
運
を
か
け
、

約
五
万
の
軍
を
送
り
、
唐
軍
と
の

海
戦
に
の
ぞ
ん
だ
。
六
六
三
年
、

倭
軍
は
全
滅
す
る
。

中
大
兄
皇
子

（天
智
天
皇
）
は

新
羅

・
唐
の
連
合
軍
に
よ
る
倭
国

へ
の
進
攻
に
備
え
て
、
都
を
近
江

に
移
し
、
百
済
式
山
城
を
築
き
、

こ
れ
に
備
え
た
。

白
村
江
の
戦
後
、
唐
軍
は
新
羅

を
も
支
配
下
に
置
こ
う
と
し
た
の

で
、
新
羅
は
高
句
麗

・
百
済
の
遺

民
の
力
を
も
借
り
て
、
唐
を
半
島

か
ら
追
い
出
す
。

日
本

へ
の
唐

・
新
羅
軍
の
進
攻

の
状
況
に
至
ら
な
か

つ
た
こ
と

は
、
倭
に
と

つ
て
幸
運
で
あ

つ
た
。

※
　
　
※
　
　
※

日
本
史
高
校
教
科
書
に
は

「東

ア
ジ
ア
大
戦
争
」
を
正
面
か
ら
記

述
し
な
い
。

【白
村
江
∵

・
。
「日
本
に
も

①
救
援
を
求
め
て
き
た
の
で
朝

廷
は
百
済
に
軍
を
送

つ
た
。
し
か

し
六
六
三
年
　
白
村
江
の
戦
い
で

唐
軍
に
敗
れ
、
②
朝
鮮
半
島
で
の

日
本
の
地
位
は
ま
つ
た
く
失
わ
れ

た
」
。
「中
大
兄
皇
子
は
　
③
新
羅

や
唐
の
攻
撃
に
備
え
て
、
太
宰
府

に
水
城
と
山
城
を
築
き
、
対
馬
と
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筑
紫
に
防
人
を
お
い
た
」。

・
・
。
「中
大
兄
皇
子
と
大
海
人

皇
子
の
あ
い
だ
に
皇
位
を
め
ぐ
る

争
い
が
お
こ
り

・
・
④
乱
は
大
海

人
皇
子
側
の
勝
利
に
お
わ

つ
た
」

【遣
唐
使
∵

・
・
「自
村
江
の

敗
戦
の
あ
と
、
天
智
天
皇
の
と
き

か
ら
三
〇
年
あ
ま
り
　
⑤
遣
唐
使

は
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
七
〇
二

年
に
復
活
し
た
」

【亡
命
者
∵

・
。
「
一
方
、
七

世
紀
の
百
済

・
高
句
麗
の
滅
亡
に

よ
り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の
亡

命
者
が
わ
が
国
に
帰
化
し
た
。
そ

の
う
ち
⑥
王
族

・
貴
族
は
人
世
紀

の
政
界
で
活
躍
し
、
農
民
は
お
も

に
東
国
の
開
発
に
従

っ
た
。
⑤
新

羅
と
こ
れ
を
朝
貢
国
と
し
て
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
日
本
の
間
で
し

ば
し
ば
衝
突
が
起
こ
っ
た
」。

・
・
。
「渤
海
は
唐

。
新
羅
と
対

抗
す
る
必
要
上
　
⑥
日
本
に
朝
貢

し
、
北
方
の
毛
皮
な
ど
を
も
た
ら

し
た
」
。

①
～
⑥
は
、
ま
る
で
七
支
刀
的

手
法
で
語
っ
て
い
る
。
『
七
支
刀
』

は
教
科
書
か
ら
消
し
去
ら
れ
た

が
、
　
新
羅

・
唐

・
高
句
一麗

。
百

済

・
倭
の
東
ア
ジ
ア
大
戦
争
は
消

し
に
消
さ
れ
ず
、
『
日
本
書
紀
』

の
歴
史
観
の
中
に
と
じ
こ
も
る
。

東
ア
ジ
ア
大
戦
争
の
史
実
に
面
を

背
け
る
。

高
句
一麗
の
滅
亡
は
朝
鮮
が
強
大

国
家
か
ら
半
島
国
家

へ
の
大
転
落

の

一
歩
と
な

っ
た
。
よ
っ
て
、
高

句
一麗

・
百
済
の

一
大
事
に
国
の
命

運
を
か
た
む
け
る
援
軍
を
送
り
、

大
敗
し
た
日
本
国
の
危
機
は
相
当

に
深
刻
で
あ

っ
た
。

高
校
日
本
史
は
ノ
史
実
を
遠
く

離
れ
た
記
述
に
終
始
し
て
い
る
。

『
百
済
七
支
刀
』
の
下
賜
を

「献

上
」
と
す
る
メ
ロ
デ
イ
ー
を
変
え

る
こ
と
な
く
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
記
述

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
①
～
⑥
を
解
読
す
る
こ

と
は
省
く
こ
と
に
す
る
。
生
き
残

り
を
は
か
る
国
内
外
の
努
力
が
日

本
の
史
実
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

※
　
　
※
　
　
※

「白
村
江
の
戦
い
」
三
様

『
三
国
史
記
』
～
倭
国
の
船
兵

が
来
た
り
、
百
済
を
た
す
く
。
倭

の
船

一
〇
〇
〇
艘
は
と
ど
ま

っ
て

白
沙
に
在
り
。

『
旧
唐
書
』
～
倭
兵
に
あ
り
、

白
江
の
河
口
に
お
い
て
血
戦
し
て

み
な
捷

つ
。
そ
の
舟
四
〇
〇
般
を

焚
き
、
煙
焔
は
天
に
○
り
、
海
水

は
み
な
赤
く
、
賊
衆
は
大
い
に
潰

ゆ
。

『
日
本
書
紀
』
～
大
唐
は
す
な

わ
ち
左
右
よ
り
船
を
は
さ
ん
で
か

ら
み
戦
う
。
と
き
の
ま
に
官
軍
や

ぶ
れ
ぬ
。
水
に
溺
死
す
る
者
お
お

し
。
朴
市
奏
田
来
津
は
天
を
仰
い

で

・
・
戦
死
す
る
。

※
　
　
※
　
　
※

鬼
室
神
社

（滋
賀
県
蒲
生
郡
日

野
町
小
野
）
を
参
観
し
た
。
百
済

滅
亡
後
、
日
本
に
亡
命
し
た
鬼
室

集
斯
の
墓
碑
が
石
祠
に
祀
ら
れ
て

い
る
。
筆
者
は
時
空
を
こ
え
て
、

深
く
頭
を
下
げ
た
。
集
斯
の
父
、

副
信
将
軍
は
忠
清
南
道
扶
餘
郡
に

祀
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
書
紀
」
に
よ
る
と
天
智

（十
年
）
に
よ
つ
て
小
錦
下
を
以

て
鬼
室
集
斯
に
授
く
、
と
あ
る

（今
の
文
科
大
臣
に
相
当
）。

た
ま
た
ま
出
会

っ
た
鬼
室
集
斯

研
究
者
に
、
「
よ
く
、
保
存
さ
れ

ま
し
た
ね
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、

「天
皇

へ
の

『
忠
誠
心
』
を
後

世

へ
伝
え
る
も
の
だ

っ
た
」
と
の

こ
と
。
他
日
、
韓
国
の
民
主
化
運

動
で
死
刑
を
言
い
わ
た
れ
て
い
た

人
物
の
感
想
に
、
「白
村
江
の
亡

命
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
は
！
」

と
絶
句
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、

鬼
室
副
信

・
集
斯
の
名
は
、
『
朝

鮮
歴
史
人
名
辞
典
』
（ピ

ョ
ン
ヤ

ン
　
二
〇
〇
二
年
）
に
は
無
い
。

※
　
　
※
　
　
※

朝
鮮
に
と

つ
て
、
「白
村
江
の

戦
い
」
は
、
国
内
の
統

一
戦
争

（国

内
の
平
定
）
に
外
国
の
軍
勢
を
引

き
入
れ
た
民
族
の
背
信
で
あ
る
。

よ

つ
て
、
韓
国
史
が
未
だ
に
、

「新
羅
に
よ
る
国
上
の
統

一
」
と

の
歴
史
認
識
を
批
判
す
る
。

高
句
一麗
の
滅
亡
後
に
、
高
句
一麗

の
遺
民
た
ち
に
よ
り
、
渤
海

（始

祖
王

。
大
詐
栄
）
が
立

っ
た
こ
と

に
よ
つ
て
、
新
羅

。
渤
海
時
代
と

新
し
く
呼
ボ
。
す
な
わ
ち
、
「統

一
新
羅
」
と
の
時
代
認
識
を
否
定

す
る
。
よ
っ
て
、
韓
国
史

。
日
本

史
の

「統

一
新
羅
」
を

「後
期
新

羅
」
と
主
張
す
る
。

と
も
あ
れ
、
新
羅
の
「朝
鮮
史
」

に
対
す
る
背
信
を
な
じ
る
。

『
朝
鮮
通
史
』
（上

・
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
）
は
、
「高

鬼室神社
テ1型 ぽA[
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句
一麗
と
百
済
の
王
朝
滅
亡
後
、
・

・
・
十
年
間
の
苛
烈
な
戦
争
に
よ

る
人
的

。
物
的
損
失
は
莫
大
な
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
新
羅
支
配

階
級
が
唐
の
侵
略
勢
力
を
引
き
入

れ
た
罪
悪
的
行
為
の
結
果
で
あ

つ

た
」。　
　
　
　
　
　
　
、

『
朝
鮮
歴
史
人
物
辞
典
』
（科

学
百
科
辞
典

。
二
〇
〇
二
）
に
よ

る
金
庚
信

（五
九
五
～
六
七
三
）

の
評
記
を
見
る
。

・
・
前
期
新
羅
の
将
。
伽
耶
王

の
末
。
新
羅
の
花
郎
に
な
る
。
金

春
秋
を
救
い
出
す
た
め
、
六
四
二

年
高
句
一麗
を
攻
め
る
。
六
六
〇
年

新
羅
の
最
高
の
位
階
に
つ
く
。
『
民

族
内
部
問
題
を
唐
の
力
を
借
り
て

解
決
す
る
執
権
階
層
の
政
策
を
す

す
め
る
魁
首
の
役
割
を
し
た
』
と

あ
る
。

『
日
本
史
』
に
お
い
て
、
勝
海

舟
が
、
い
わ
ゆ
る
官
軍
に
対
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
支
援
の
申
し
入

れ
を
拒
絶
し
た
の
は
、
「日
本
史
」

の
幸
い
で
あ

っ
た
と
想
わ
れ
る
。

白
江
、
自
馬
江
、
白
村
江
は
現

在
の
錦
江

（ク
ム
ガ
ン
）
で
あ
る
。

先
週
二
月
六
日
に
韓
国
政
府

は
、
戦
時
中
の
日
本
企
業
に
よ
る

強
制
動
員
被
害
者
に
対
す
る
訴
訟

判
決
金
に
つ
い
て
、
韓
国
の
財
団

が
肩
代
わ
り
す
る
方
針
を
発
表
し

た
。日

本
企
業
の
賠
償
、
謝
罪
は

一

切
な
く
、
植
民
地
支
配
下
で
行
わ

れ
た
日
本
政
府
、
企
業
に
よ
る
戦

争
犯
罪
の
責
任
を
全
く
問
わ
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
韓
国
の
被
害
者
や
遺
族
、
市
民

か
ら
も
大
き
な
反
発
が
あ
り
、
解

決
案
を
発
表
し
た
ヂ
錫
悦
政
権
に

対
す
る
怒
り
も
高
ま
っ
て
い
る
。

坪
丼
　
祐
介

筆
者
は
現
在
留
学
で
韓
国
に
来

て
お
り
、
二
月
十

一
日
土
曜
日
に

ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
デ
モ
を
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
集
ま
っ

た
市
民
か
ら
は
強
制
動
員
問
題
を

人
権
問
題
で
は
な
く
、
外
交
カ
ー

ド
と
し
て
利
用
す
る
日
韓
両
政
府

へ
の
反
発
が
強
ま
っ
て
い
る
様
子

が
見
受
け
ら
れ
た
。

筆
者
は
愛
知
県
立
大
学
在
学
時

に
卒
業
研
究
と
し
て
愛
知
県
の
朝

鮮
人
強
制
連
行
、
強
制
労
働
の
間

題
が
今
の
地
域
社
会
で
ど
の
よ
う

に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
研
究

し
、
「愛
知
県
の
朝
鮮
人
強
制
労

（韓
国
。江
原
大
学
学
生
）

働
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
卒
業
論

文
を
執
筆
し
た
。
現
在

ニ
ュ
ー
ス

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
強
無

動
員
問
題
、
「徴
用
工
」
問
題
は

し
ば
し
ば
日
韓
政
府
の
外
交
問
題

の
よ
う
に
提
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
今
回
の
筆
者
の
拙
文
が
朝
鮮

人
強
制
動
員
の
歴
史
を
身
近
な
地

域
社
会
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
改

め
て
確
認
す
る
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

愛
知
県
に
お
け
る
市
民
の
歴
史

継
承
の
運
動
を
研
究
す
る
に
あ
た

っ
て
、
愛
知
県
に
あ
る
３
つ
の
追

悼
碑
に
着
日
し
た
。
追
悼
碑
が
建

立
さ
れ
る
に
は
、
そ
こ
に
関
わ

っ
た
人
々
の
運
動
が
あ
り
、
ま
た

歴
史
が
日
に
見
え
る
形
と
し
て
残

され
る
こ
と
は
次
の
世
代
に
継
承
す

る
上
で
大
き
な
意
味
を
持

つ
か
ら

で
あ
る
。

ま
ず
対
象
と
し
た
の
は
、
愛
知

県
名
古
屋
市

の
日
泰
寺
に
あ
る

「寃
死
同
胞
慰
霊
碑
」
で
あ
る
。

こ
ち
ら
の
碑
は
朝
鮮
解
放
直
後
の

死
四
人
年
に
、
強
制
動
員
の
被
害

な
ど
に
よ
っ
て
犠
牲
と
な

っ
た
同

胞
を
慰
霊
す
る
た
め
に
在
日
朝
鮮

人
の
民
族
団
体
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
。
「寃
死
」
と
い
う
言
葉
に

は
朝
鮮
独
特
の
死
生
観
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
は
、
愛
知
県
名
古
屋

市
に
あ
る

「東
南
海
地
震
犠
牲
者

追
悼
記
念
碑
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

三
菱
重
工
名
古
屋
航
空
機
製
作
所

道
徳
工
場
で
働
き
地
震
の
被
害
で

犠
牲
と
な

っ
た
人
々
を
慰
霊
す
る

も
の
で
、
こ
の
工
場
に
動
員
さ
れ

て
地
震
で
犠
牲
と
な

っ
た
六
名
の
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の
歴
史
と
継
承
運
動
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朝
鮮
人
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い

る

（な
お
、
道
徳
工
場
に
動
員
さ

れ
た
被
害
者
の

一
人
が
、
三
菱
重

工
に
対
す
る
裁
判
の
原
告
で
現
在

も
精
力
的
に
活
動
す
る
梁
錦
徳
さ

ん
で
あ
る
）
。
こ
の
歴
史
を
掘
り

起
こ
し
た
高
橋
信
氏
ら
教
員
や
市

民
の
運
動
の
結
果
、
追
悼
碑
が
建

立
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
三
つ
日
は
愛
知
県
半

田
市
に
あ
る

「平
和
祈
念
碑
」
で

あ
る
。
こ
ち
ら
は
愛
知
県
の
中
島

飛
行
機
半
田
製
作
所
で
犠
牲
と
な

つ
た
人
々
を
慰
霊
す
る
も
の
で
、

朝
鮮
人
犠
牲
者
の
名
前
が
え
ま
れ

て
い
る
。
空
襲
の
歴
史
の
真
相
を

明
ら
か
に
し
た
佐
藤
明
夫
氏
ら
教

員
や
市
民
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
。こ

の
よ
う
に
卒
業
研
究
で
は
以

上
の
三
つ
の
追
悼
碑
と
そ
れ
を
取

り
巻
く
運
動
に
つ
い
て
調
査
を
行

つ
た
。
こ
こ
か
ら
調
査
結
果
を
踏

ま
え
た
考
察
を
述
べ
て
い
き
た

い
。ま

ず
、
着
日
し
た
の
は
継
承
運

動
を
行
う
主
体
で
あ
る
。
運
動
に

関
わ
る
組
織
や
人
々
の
認
識
や
思

い
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
分
析
を
行

つ
た
。
本
研
究
で
調
査
を
行

っ
た

二
つ
の
事
例
の
う
ち
、
主
に
在
日

朝
鮮
人
が
中
心
と
な

っ
て
運
動
が

始
ま
り
、
そ
れ
を
継
続
さ
せ
て
い

た
の
が
寃
死
同
胞
慰
霊
碑
を
と
り

ま
く
運
動
で
あ

っ
た
。
寃
死
同
胞

慰
霊
碑
は
日
本
の
敗
戦
直
後
の

一

九
四
人
年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
植
民
地
時
代
を
実
際
に
経
験

し
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
運
動
が

は
じ
ま
つ
た
事
例
で
あ
る
。
朝
鮮

の
解
放
直
後
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、

朝
鮮
人
が
愛
知
県
で
犠
牲
と
な

っ

た
と
い
う
歴
史
を
残
し
、
同
胞
の

犠
牲
者
を
慰
霊
し
た
い
と
い
う
朝

鮮
人
ら
の
強
い
思
い
が
あ

っ
た
と

言
え
る
。
現
在
も
在
日
朝
鮮
人
の

民
族
団
体
で
あ
る
朝
鮮
総
聯
が
慰

霊
祭
を
主
催
し
、
朝
鮮
学
校
の
学

生
が
慰
霊
祭
で
舞
踊
を
被
露
す
る

な
ど
、
在
日
朝
鮮
人
が
運
動
の
中

心
に
い
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

朝
鮮
人
が
自
ら
の
先
祖
の
歴
史

と
向
き
合
い
、
民
族
の
歴
史
と
し

て
継
承
す
る
と
い
う
側
面
が
強
い

と
言
え
る
。　
一
方
で
、
運
動
は
単

に
朝
鮮
人
の
中
だ
け
で
完
結
す
る

こ
と
は
な
く
、
加
害
者
の
立
場
で

あ
る
日
本
人
も
運
動
に
参
画
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
小
出
裕
氏
の

よ
う
に
追
悼
行
事
に
関
わ
る
人

や
、
ア
リ
ラ
ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

よ
う
に
慰
霊
祭
で
朝
鮮
の
歌
を
披

露
す
る
人
が
出
て
く
る
な
ど
、
地

域
の
運
動
と
し
て
の
広
が
り
を
見

せ
た
。
小
出
氏
の
よ
う
に
加
害
者

側
の
立
場
で
日
本
の
歴
史
を
批
判

的
に
捉
え
て
い
た
日
本
人
が
関
わ

る
姿
は
、
碑
が
目
指
し
た

「明
る

い
未
来
を
と
も
に
歩
ま
ん
と
す
る

朝
鮮
人
と
日
本
人
」
の
姿
を
体
現

し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。

一
方
で
、
名
古
屋
市
南
区
の
東

南
海
地
震
犠
牲
者
追
悼
記
念
碑
と

半
田
市
の
平
和
祈
念
碑
の
二
つ
の

事
例
に
お
い
て
は
、
地
域
の
教
員

が
最
初
に
歴
史
的
事
実
の
調
査
を

始
め
る
な
ど
、
日
本
人
が
継
承
運

動
の
中
心
に
い
た
。
ま
た
、
そ
う

し
た
人
々
の
認
識
の
根
幹
に
は
加

害
国
の
市
民
と
し
て
の
責
任
感
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
高
橋
信

氏
は
最
初
に
勤
労
挺
身
隊
被
害
の

事
実
を
知

っ
た
加
害
国
市
民
と
し

て
の
責
任
を
感
じ
た
こ
と
が
、
継

承
運
動
や
裁
判
支
援
な
ど
の
活
動

を
行

っ
て
い
く
上
で
の
原
点
で
あ

つ
た
。
佐
藤
明
夫
氏
も
空
襲
の
歴

史
に
関
す
る
聞
き
取
り
活
動
の
中

で
朝
鮮
人
の
こ
と
を
必
ず
触
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
加
害
の
歴
史

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
運

動
に
お
け
る
最
優
先
課
題
と
し
て

い
た
。

こ
う
し
た
歴
史
を
直
視
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
は
、
両
者
が
そ
れ
ぞ

上から、

〇寃死同胞慰霊碑 (名古屋・日泰寺)

○東南海地震犠牲者追悼記念碑 (名

古屋・ ふれあい病院 )

〇「平和祈念碑」(半田)

二tt森久摯41Ⅲず
熱ヽみ》ま歌り造ざやや
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れ
関
わ

っ
た
碑
の
碑
文
や
説
明
板

か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
東
南
海
地
震
犠
牲

者
追
悼
記
念
碑
と
平
和
祈
念
碑
に

は
ど
ち
ら
も

「強
制
連
行
」
の
文

字
と
と
も
に
朝
鮮
か
ら
人
々
が
連

行
さ
れ
て
働
か
さ
れ
た
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犠
牲
に

な

つ
た
朝
鮮
人
の
名
前
が
碑
に
全

て
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
具

体
性
を
伴

っ
た
情
報
は
、
強
制
労

働
が
実
際
に
こ
れ
ら
の
地
域
で
行

わ
れ
た
事
実
で
あ
る
こ
と
を
、
碑

を
訪
れ
た
人
に
強
く
訴
え
か
け
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
継
承
運

動
は
被
害
者
側
で
あ
る
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
や
韓
国
の
人
々

と
の
交
流
や
連
帯
を
伴
う
も
の
で

あ

つ
た
。
三
菱
重
工
名
古
屋
航
空

機
製
作
所
道
徳
工
場
に
動
員
さ
れ

た
朝
鮮
人
の
歴
史
を
め
ぐ

っ
て
は

そ
の
後
に
被
害
者
が
三
菱
重
工
業

を
提
訴
し
た
が
、
そ
の
裁
判
を
支

え
る
運
動
が
高
橋
氏
ら
日
本
の
人

々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

半
田
に
お
い
て
も
国
交
が
な
い

と
い
う
難
し
い
状
況
の
中
で
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
交
流

を
模
索
し
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
に
住
む
強
制
労
働
の
体
験

者
の
話
を
書
籍
に
し
た
り
、
半
田

の
朝
鮮
人
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書

籍
を
寄
贈
し
た
り
と
い
っ
た
交
流

が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
現
在

は
直
接
訪
間
す
る
こ
と
が
難
し
い

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
い

る
遺
族
に
代
わ

っ
て
、
毎
月
碑
に

献
花
を
行

っ
て
い
る
人
も
い
た
。

国
境
を
越
え
た
運
動
は
近
年
で
も

継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
東
南

海
地
震
犠
牲
者
追
悼
記
念
碑
と
平

和
祈
念
碑
で
は
、
韓
国
か
ら
来
た

高
校
生
と
の
交
流
事
業
が
行
わ
れ

て
い
た
。

続
い
て
分
析
を
行

つ
た
の
は
三

つ
の
追
悼
碑
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

運
動
の
共
通
点
で
あ
る
。
三
つ
の

碑
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
犠
牲
と

な

っ
た
朝
鮮
人
全
員
分
の
氏
名
が

刻
ま
れ
た
碑
が
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か

つ
た
。
こ
れ
は
、
「朝

鮮
人
の
悲
劇
の
歴
史
」
と
し
て
犠

牲
者
を

一
括
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、
犠
牲
者

一
人
ひ
と
り
を
個
人

と
し
て
尊
重
す
る
姿
勢
が
見
て
取

れ
る
。
寃
死
同
胞
慰
霊
碑
に
お
い

て
は
朝
鮮
名
が
判
明
し
た
場
合
に

新
た
に
名
前
を
刻
み
直
す
な
ど
、

個
人
の
氏
名
を
よ
り
正
確
に
記
録

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
言

え
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
愛
知

県
の
継
承
運
動
が
被
害
者
を
中
心

に
置
く
姿
勢
を
と
つ
て
い
る
こ
と

の
表
れ
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
二
つ
の
事
例
す
べ
て
に

お
い
て
現
在
ま
で
継
続
し
て
碑
の

前
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
。

碑
を
た
だ
建
立
す
る
だ
け
で
な

く
、
慰
霊
祭
を
毎
年
行

っ
て
い
く

こ
と
は
歴
史
の
風
化
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
る
。
慰
霊
祭
と
い
う
形

以
外
に
も
、
韓
国
と
日
本
の
高
校

生
の
交
流
な
ど
、
人
々
が
碑
の
前

に
集
ま
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
各

事
例
で
確
認
で
き
た
。
愛
知
県
の

継
承
運
動
は
、
碑
と
い
う
歴
史
を

記
録
す
る
も
の
を
形
と
し
て
残
し

た
上
で
、
こ
れ
を
媒
介
と
し
た
交

流
や
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
行

っ

て
い
く
こ
と
で
歴
史
を
残
そ
う
と

し
て
き
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と

一言
え
る
。

最
後
に
全
体
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
、
地
域
の
組
織

。
人

々
に
よ
る
運
動
が
社
会
に
対
し
て

も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
き
た
い
。

愛
知
県
で
継
承
運
動
に
関
わ

っ

て
き
た
市
民
は
加
害
者
と
し
て
の

立
場
に
自
覚
的
で
あ

っ
た
。
そ
の

よ
う
な
人
々
が
歴
史
を
記
録
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
活
動
を
行
う

こ
と
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
国

や
地
域
で
か
つ
て
加
害
行
為
が
行

わ
れ
た
事
実
を
地
域
社
会
に
思
い

起
こ
さ
せ
、
加
害
者
側
と
し
て
の

立
場
性
を
喚
起
さ
せ
る
効
果
を
持

つ
と
言
え
る
。
半
田
に
お
い
て
は
、

歴
史
の
問
き
取
り
の
際
に
朝
鮮
人

の
存
在
を
聞
く
こ
と
を
共
通
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
空
襲
の

歴
史
を
テ
ー

マ
に
し
た
演
劇
で
も

加
害
者
の
存
在
が
必
ず
旗
え
ら
れ

た
。
こ
れ
は
地
域
の
人
々
に
加
害

の
記
憶
を
想
起
、
想
像
さ
せ
る
効

果
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
。
ま

た
、
継
承
を
行
う
人
々
は
単
に
碑

を
建
て
る
だ
け
で
な
く
、
碑
の
前

で
毎
年
慰
霊
祭
を
行

っ
た
り
、
地

域
の
学
校
に
戦
争
時
の
歴
史
を
記

録
し
た
本
を
寄
贈
し
た
り
と
、
様

々
な
方
法
を
用
い
て
活
動
し
、
そ

れ
が
よ
り
幅
広
く
地
域
の
人
々
が

加
害
の
歴
史
を
知
る
機
会
と
な

っ

た
。
こ
れ
は
、
植
民
地
支
配
や
侵

略
の
歴
史
に
対
す
る
人
々
の
認
識

を
、
市
民
レ
ベ
ル
の
運
動
で
変
革

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

朝
鮮
人
強
制
動
員
に
つ
い
て
は

日
本
政
府
、
企
業
か
ら
の
謝
罪
、

賠
償
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
同
時
に
強
制
動
員
の
歴
史
を
私

た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
歴
史
と

し
て
捉
え
な
お
し
、
市
民
レ
ベ
ル

で
上
記
の
よ
う
な
次
世
代
に
記
憶

。
継
承
し
て
い
く
運
動
を
行

っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
未
だ
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
な

い
強
制
動
員
問
題
の
「真
の
解
決
」

に
少
し
ず

つ
つ
な
が

つ
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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国際社会が正確に評価するように朝鮮半

島の情勢がこんにちの域に至るよろになつた

原因は、 米国がわが国家が取つた肯定的措

置に呼応するのを拒絶 し、 かえつて対朝鮮

圧迫 と武力による威嚇を引き続き強化したと

ころにある。

今年だけでもわれわれは、 数回にわたつ

て主権国家の 「政権の終焉」のような非現実

的で極めて危険な目標を設定し、 各種の威

嚇的な修辞学的表現まで動員 して地域情勢を

悪化させている米国とかいらいの頻繁な連合

訓練こそ、 朝鮮半島で情勢の悪循環を持続

させる原因であるとい うことについて明白に

した し、 朝鮮半島と地域の平和 と安定を害

する軍事的敵対行為を直ちに中止することを

強く求めた。

にもかかわ らず、米国はわれわれ と国際

社会の正当な要求を重ねて無視しながら朝鮮

半島と地域の情勢をこれ以上袖手傍観できな

い極点に追い込んでいる。

国家の自主権 と安全がこれ以上許せない

水準まで脅かされている重大な事態発展に対

処 してわが党 と共和国政府は、 敵対勢力の

軍事的威嚇を徹底的に制圧 し、 朝鮮半島と

地域の平和と安全を守るための断固かつ決定

的な措置を講 じざるを得なくなつた。

われわれの核戦力はゝ決 して広告するた

めに存在するものではない。

国家防衛の聖なる使命を果たすために必

要な場合、 いつでも使用され、 危険に拡大

される衝突が起こるなら、 戦略的企図に従

って任意の時亥1に 先制的に使用できるもので

ある。   ・

今回に行われた大陸間弾道 ミサイル 「火

星砲-17」 型発射謝1練は、それに対する明白

な示唆である。

われわれは、米国 とその追随勢力の無謀

な軍事的挑発策動を引き続き圧倒的な力で制

圧 していく。

朝鮮民主主義人民共和国核戦力政策法令

には、わが国家を相手に加わる外部の軍事的

威嚇 と攻撃に対応するための異なる状況での

核兵器使用原貝Jと 条件が明白に規定されてい

る。

誰であれ、共和国の自主権 と安全を侵害

しようとするなら、われわれの核戦力はこの

法令に従って断固対応するであろう。

もし、米国 と南朝鮮の危険極ま りない軍

事的挑発の動きが今のようにラ|き 続き傍観視

されるなら、双方の膨大な武力が先鋭に密集、

対峙 している朝鮮半島地域で激烈な物理的衝

突が発生しないとい う保証はどこにもない。

このような衝突が現実化す る場合、地域

の安定はもちろん、米国の安保危機も収拾の

つかない破局的な局面に置かれるようになる

であろう。

米国は、われわれに反対す る無謀な軍事

的挑発 と戦争演習を直ちに中止すべきであ

る。

オ ラ トリ オ「 鳳 の 花 蔓 」に つ い て ,ャ 経 は か つ て 式 器 を持 た ず 、ア ジア
各 国 との 平

～
な 交 易 で 栄 えた「 琉 球 工 国 Jの B・fべ が あ った 。その 後 、薩 奉

藩 、 日 ヨヽ 年 、そして 悲 惨 な ,十 黎ε戦 を経 て戦 ″韓 まア メリカ ιこよって ,こ 配 され 、
1972年 に 本 上 復 帰 を呆 た す も、ヽ まヽた に 平

～
な 島 に 戻 ることが 計 され ず に

この 曲 は 、 ,■ 経 の 中
=い

、東 シ ナ な に 面 した 人 口 4万 人 の 読 谷 村 で の 実
話 に 基 づ く合 嘔 由 。出 内 徳 信 社 長 をえ 頭 に 、村 民 た ちが 米 革 に 栞 り上 げ
られ た 上 理 をネ リ戻 し、 日 本 国 憲 法 に 基 づ く来 イヒの 村 づ く̀ た め ざす 粘 り強
ヽヽ 闘 ヽ がヽ 措 か れ てヽ るヽ。

神 奈 ′ilの 詩 人 佐 々 木 氷 子 さん と 2001年 か ら構 想 台ヽ 本 作 りをす す
め 、20年 の 歳 月 を要 して 、ようや く作 品 として 上 演 の 二 び に 。 当 ク 、ォ ペ ラ
イ士立 て 、2時 間 、30饉 近 くの む が あ りました が 、形 式 を変 更 、さら

`こ

描 く内
容 を絞 りさ ん で 45分 ～ 60分 の 舞 台 構 想 に 。 (藤 村 )

主催:名古屋青年合唱団 問合わせ■L:0523618645山 meiseiOwine.ocn nejp

後援 :名古屋市教育委員会 愛知県教育委員会 愛知のうたごえ協議会

オ
ラ
ト

緊
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始まった」だの、「鷹懲する」だのと言い、 する国際舞台で共和国を「悪魔化」するため
極度の対決狂気を鼓吹した。        にあらゆる「脅威」説をつくり上げて流 して
朝鮮半島と地域の軍事 。政治情勢がいっ お り、わが人民の日常生活に切実な物品に「ぜ

そ う危 うくなった重大な状況にもかかわら いたく品」のような荒唐無稽なレッテルを張
ず、 米国は6日 、またもや核戦略爆撃機 B5 り付けてわが境内にたった一点も入 られない
2を出動 させて5回 日になる連合空中訊1練 を ようにしようと卑劣に振る舞っている。
繰 り広げたのに続けて13日 からは大規模の米  核問題をもっては、こヽれ以上われわれを
国南朝鮮合同軍事演習 「フリーダム・シール 国際的に孤立させるのが難 しくなると、米国
ド」を強行 した。             は烏合の衆の追随勢力をかき集めて国際舞台
現実は、 朝鮮半島における核戦争勃発の で反共和国謀略策動に執着 している。

危険が仮想的な段階から実践的な段階へ移行  米国をは じめとする敵対勢力の反共和国
しているとい うことを明白に示 している。  圧殺策動による否定的影響は決 して、朝鮮半
米国がかい らい と結託 して繰 り広げてい 島にのみ限られていない。

る全ての軍事演習は、われわれとの全面戦争  現在、米国は地域の軍事戦略的覇権維持
を想定した挑発的な北侵実動演習、核予備戦 を目的とする「イン ド太平洋戦略」履行の看
争であるとい うことにその重大さがある。  板の下でかいらいと日本の懸念すべき軍備増

「平壌 占領」を狙つた 「双龍」連合上陸 強行為を口を極めてあお り立てながら朝鮮半
訓練だけを見ても5年 FE5中 止 されたものを復 島と北東アジア地域の軍事的均衡を米国主導
活させたばかりでなく、その規模 と範囲も歴 の同盟体制に有利に転換させようと各方面か
代最大の水準で繰 り広げると公然 と言い立て ら策動 している。
ている。                  米国は、アジア太平洋地域に 「アジア版N

米帝が 自分 らの戦争演習に 「防御」の外 ATO」 のような新 しい軍事ブロツクを樹立す
皮をかぶらせているが、それは黒白を転倒 じ るのに没頭 しなが ら「AUKUS(オ ーカス)」

た破廉恥な詭弁 (き べん)で ある。      など追随国の軍事力を包括する「統合抑止力」
昨年はもちろん、今年 も朝鮮半島と周辺 を構築することで地域大国に対する包囲網を

機督響5魯言進喜襲轟稔鷹璽機87瞥「 藝季 雁語 旨島誓蓬鷹砂音 ;雷tiま百「
分らの覇

力空母と核攻撃潜水艦、F35ス テルス戦間  かぃらいの 「高威力弾道 ミサイル」開発
機が防御的目的ではなく、純然たる戦略的打 ・導入、軍事偵察衛星の打ち上げと原潜保有
撃任務を遂行する最も攻撃的な軍事装備であ 企図、日本の 「敵基地攻撃能力」確保のため
るとい うことは米国も否認できないであろ の 「トマホーク」巡航 ミサイルの導入 と極超

■
崎

つ。

朝鮮半島に対する米核戦略資産の恒常的
な展開と 「政権の終焉 (し ゅうえん)」 、「斬
首作戦」、「平壌 占領」を目標に した戦争シ
ナリオに従つて強行 される特殊部隊の降下浸
透調1練 と奇襲上陸および進撃訪1練などが 「防
御」的なものと信 じる人はこの世にいない。

現在、敵対勢力は危険極ま りない軍事的
冒険に執着する一方、ありもしない 「人権間
題」にまでかこつけて反人倫的かつ不法非道
な制裁策動でわが共和国を孤立・圧殺 しよう
と悪辣 (あ くらつ)に策動 している。

米国 とその追随勢力は、国連をはじめと

音速 ミサイル開発策動は、米圏とその追随勢

力の軍備増強の動きが許せない危険ラインを

超えているということを示している。
こんにち、朝鮮半島は米国 とその追随勢

力のヒステリックな軍事的膨張策動によって

世界最大の火薬庫、戦争演習場に転交 してい

る。

分裂 と対決をあお り立て、安定 と発展を

妨げる米国の覇権追求によつて地域の安保環

境が危 うくなり、国際的な平和と安全の根幹

も甚しぐ揺れているのは周知の事実である。

万事には原因があり、 理由があるもので

ある。
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爆発前夜に至った朝鮮半島情勢の根源と関連して2023年 3月 17日 、

「労働新聞」に掲載された論評員の文をお送りいたします。

朝鮮対外文化連絡協会

“

朝鮮半島の情勢が統制不能の危険極ま り

ない状況へと刻一刻突っ走つている。

戦争勃発の臨界点に至つた核大国間の先

鋭な対峙を世界が深刻な懸念の中で注視 して

いる。

この重大な事態は、全的に米国 とその追

随勢力の無分男1で横暴な反共和国圧殺狂気に

よって招かれたものである。

周知のように、わが共和国は今年の年頭

から経済建設 と人民生活の向上で新たな発展

と進展を遂げようとする一念から朝鮮半島と

地域の軍事的緊張を緩和し、平和 と安定を維

持することに全力を集中してきた。

しかし、米国をはじめとする敵対勢力は

昨年に続いて今年もわが国家の自主権 と安全

・ 和i益 を乱暴に侵害する憂慮すべき敵対行

為にしつこく執着 してお り、その重大さと危

険性はこれ以上許せない域に至つている。

去る1月 、かい らい地域を訪れた米国防長

官のオーステインは、わが国家に対する核兵

器使用企図をはばかることなくさらけ出しな

が ら、5世代ステルス戦闘機 と空母のような

戦略資産をより多く展開すると力説 したし、

同族対決に狂つたヂ錫悦かいらい逆徒も地下

防空壕にひきこもつて 「備 え態勢の確立」、

「鷹懲 (よ うちよう)」 について言い散らした。

虚勢 と空威張 りに浮ついた好戦狂 らは、

今年の前半期に過去の「フォール・イーグル」

合同軍事演習の水準以上の度合い強い合同軍

事演習をおおよそ20余回も行 うと公表 し、

われわれに対する浸透および戦略的施設と主

要中核標的に対する合同ll‐撃訓練など火薬の

においが漂 う北侵戦争演習をヒステ リックに

爆発前夜に至った朝鮮
半島情勢の根源を論

繰 り広げた。

拡張抑止力の常時駐屯をうんぬん した通

りに米国は、2月 に入つてかいらい地域にBlB

核戦略爆撃機、F22、 F35Bな どのステルス戦

聞機をはじめ中核空中戦略兵器を投入してか

いらいと朝鮮西海の上空でわれわれを狙つた

数回にわたる連合空中訓1練を強行した。

特に、米帝は去る2月 下旬、かいらいを米

国に引き込んでわれわれに対する核先制攻撃

を既定事実化 した 「拡張抑止運用演習」とい

うものを開始 して、今後も朝鮮半島に核戦略

資産を恒常的に展開すると言い立てた。

このような無分別な軍事的対決妄動 と敵

対行為は3月 に入つて朝鮮半島地域情勢を爆

発寸前の危険ラインヘ追い込んだ。

米国は、 われわれに対する軍事的圧迫を

増大させる腹黒い下心をもつて米海軍の主要

戦略資産である原子力潜水艦、イージス駆逐

艦を連続かいらい地域に急派 した。

去る1日 、米海軍の最新型 ミサイル追跡艦

「ハヮー ド・0。 コーレンツエン」を朝鮮東

海に投入 してRC135Sを はじめとする偵察資産

で偵葉行為を働いていた米国とかいらい好戦

狂 らは3日 、戦略爆撃機BlBと 「空の暗殺者」

として悪名をとどろかしている無人戦闘攻撃

機MQ9リ ーパーなど各種の戦略装備を動員

した連合空中訪1練 を朝鮮西海の上空で今年に

入つて4回 目も繰 り広げた。

一方、かい らい参謀本部議長は上司と結

託 してわが共和国の戦略的拠点に対する奇襲

打撃を狙つた 「斬首作戦」が繰 り広げられる

特殊作戦謝1練場、前線近隣地帯のかいらい軍

部隊を歩き回 りながら、「敵の挑発はすでに

★醸 内 く日本と朝鮮 (愛知版)>のパックナンバーは 1櫛″/― 刊崚加餓獅 で みられます
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労
連

（第
二
五
六
号
＝
二
〇
二
三

・
三
　
発

行
露
愛
知
県
労
働
組
合
総
連
合
／
名
古

屋
市
熱
日
区
）

○
生

活

ま
も

る
大
幅

賃

上
げ

実

現

／

労
働
者

全
体

の
団
結

で
職

場

。

地
域

か
ら
賃

上
げ

の
風
起

こ
そ
う

〇
大
増
税

・社
会
保
障

の
削
減

に

つ

な

が

る
大

軍
拡
許

さ

な

い
／

「
市

民

の
た
め

の
政
治
」

へ
Ｈ
入

ひ
と
り

が
声
上
げ

よ
う

〇
組
合

つ
ぶ

し
攻
撃

と

の
た

た
か

い
は
裁
判

も
愛
労
委

も
～
平

田
英

友

ほ

か

【表
紙
＝
三
浦
雅
子
】

鷲組晴イ∴響     鸞炒玲之勁


